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1．　ま　え　が　き

八郎潟干拓地土壌ヘドロの水稲生育は，初期に比し

特に後期に旺盛で，水稲窒素吸収経過では，東北地方

の期待値4：5：5に対して，2：5：5と後期に吸収さ

れる割合が高い。これは，水稲生育に関与する種々の

褒境条件の反映であるが，八郎潟干拓地の場合，低湿

重粘性という，土壌の基本的な性格による所が大であ

ると考えられる。そこで，地力窒素発現の面から，秋

田農試土壌と対比しつつ若干の検討を加えたので報告

する。

2．　八郎潟土壌の化学性

第1表より，PHは∴乙‘～aOと南ア′レカリ性を呈

し，シも12～16，乾土効果11～21喝，CEC55～

59me．と高く，また全置換性塩基もCECの約1．2～

t‘塔にも達している。以上のように，八郎潟干拓地

土壌は養分的にみて相当肥沃で，しかもモソモリソ系

粘土鉱物を主体とするため，保肥力等にも優れ刊、る。

しかし，反面地耐力，透水性等の理学性は劣悪である。

第1表　八郎潟土壌の化学性
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与．　試．領　結　果

1．半句別地温の変化

曲管地中温度計により，午後2時に湘定した潔さ5

mの地温を第1図に示した。生育初期は，秋田農武士

第1図　半句別地温の変化

壌＞八郎潟干拓地土壌であるが，7月中旬以降の水稲

生育中後期に至り，運転し八郎潟干拓地土壌＞秋田鼻

試土壌となる。なお，参考までに，八郎潟干拓地土壌

（裸地）の地温をも示してあるが，作付区に比し常時

高く，特に生育の後期にその差が明瞭となった。

2．土壌有機態窒素の無機化

（1）試験方法

NE3－NのBalance－Sheet：水稲生育期間中
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5回にわたり，稲体（地下部も含む）および作土を採

取し，各々についてy含有畳を求め，その含量を㌦当

りNタで示した。

時期別NH3－y生成量：立毛中占乱作土を採取し

生土のまま湛水授拝後，50℃，4週間保温後，常沫

によりyH3－Nを定量した。

（2）試験結果

第2図　土壌有傲態がの無機化

第2図より，NH。－封の消長では，施肥窒素は，‘

月末まで保持されているが，それ以降消失し，封－0

区と同様の消長を示す。盛夏の7月下旬～8月上旬に

かけて，土壌中の有機物の分解が進み，NHさ‾がの生

成が著しく認められた。これに対して秋田農試土壌で

は，無機化のピ㌧－クも鈍く，その時期も若干早い。ま

たNH8－封の8alanc0－Sheetにより，無税化の

状況を検討したが，このNH3－封のBalance－Sh・

◎Otは，関谷，本谷によれは「脱蜜，流亡がないと

すれば，生育期間中の2つの時点間の土壌中NH3－N

の畳と，稲体窒素吸収量との合畳の差は，土壌‾中の

NH3－がのこの期間の収支を示すことになる。したが

って，この差が正であれは，土壌有税態窒素の無機化

によりyH3一対の生成があったことになり，負であれ

はN㌔－封の消失すなわち，有機化があったことにな

る。勿論，これはいずれが量的にdominantであっ

たかを示す，いわゆる見かけ上のものであることは言

うまでもない。」としている。本調査の結果から，八

郎潟干拓地土壌の場合，施肥の有無にかかわらず，7

月中旬以降に有機態窒素の無機化が著しいことを示唆

している。

さらに，以上の事柄を確認するために，湛水期間中

の易分解性有機物の残存量を推定する意味で，時期別

NH3－Nの生成量を測定した。その結果，7月中旬～

下旬にかけて著しい減少が認められた。このことは，

圃場において，土壌有機物の分解が盛んに行なわれ，

窒素的さ昏在地力の消耗を来たしたためであると考えら

れる。

5・土壌水分とNH8－N生成量との関係

（11実験方法

作土を原土のまま，2mで師別し紙上にうすく広

げ，5～d段階に乾燥させた後，大型試験管に採り，

湛水撹拝し，25℃4週間保温後，常法によりNH8－

Nを定量した。

（2）試験結果

第5図に示したように，八郎潟干拓地土壌の場合，

原土～最大容水量対水分59．7％，までの範囲内での乾

燥では，yH3－Nの生成畳は，ほとんど一定である。

しかし，それ以下の乾燥では，乾燥程度に応じて，

NH8－封の生成量は増加し，風乾士に至り，飛躍的に

増加した。このように，ある限界において，NH。一が

の生成量が著しく上昇することは，湿田土壌の特徴と

されている。したがって，乾土効果の発現する■限界水

分は，最大容水量対水分59．7％（原土に対して55．8
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最大容水量対水分（％）

第5図　土壌水分とNH8－y生成量

％）であると考えられる。これに対して，秋田農試土

壌では，乾燥匿伴いNH8－村の生成量が増加し，乾土

効果の発現する限界水分は認められなかった。

4　土壌水分（圃場の乾操程度）

第2表　土壌水分（％）

（1）春期耕起前

転 ＼ 昭和 4 5 年 昭 和 4 4 年

原　 土
最 大 容 水盈

対 水 分
原　 土

最 大容 水 量

対 水 分

表　 面 1 1．0 1 5．5 － －
0 ～ 5 4 9．2 1 0 5．° 4 7 5 9 8．8

‘～ 10 5 5．2 1 5 1．8 5 1．9 1 1 5．4

11～ 15 5 8．0 1 4 ス7 5 6．5 1 5 ス8

（2）耕起後～清水前

原土　55．8　　　最大容水量対水分　59．1

数回にわたり汎足し，そのうち最低の水分含量時の

数値を第2表に示した。それによると，年次の経過に

伴い圃場水分は低下しつつある。春期耕起前では，表

面（0～82mm）のごく小範囲においては，かなり乾

燥するが，それ以下の深さでは最大等水量対水分97

－158％と水分含畳は高く，乾操程度は低い。耕起後

では若干乾操が進み，最大容水量対水分59．1％（原土

に対して55・8％）と低下するが，いずれにしても，表

面数mを除き乾土効果の発現する所までほ圃場の乾操

が進んでいないものと考えられる。

4．　ま　　　と　　　め

t　地温は，生育初期において秋田農試土壌＞八郎

潟干拓地土壌であるが，生育中後期碇至り逆転し八郎

潟干拓地土壌＞秋田農試土壌となる。

2・土壌NH8－Nの消長，NH8－Nの如1ance－Sh

eOt，時期別NH8－封の生成量より，生育中後期に有

機態窒素の無機化が顕著に認められた。

5．この無機化は，乾土効果によるものでなく，地

温上昇が契機となり発現したもので，その畳は硫安と

して，1．4～1．9晦／aに相当する。

4・乾土効果の発現する限界水分は，最大容水宜対

水分59．7％（原土に対して55．8％）である。

5，以上のことより，八郎潟干拓地土壌ヘドロにお

ける窒素施用法は，基肥の増加，あるいは生育前半に

おける追肥等が有効で，後期における追肥の効果は，

それほど期待できない。


